
　本倶楽部は、産業経済界並びにその関連分野において活躍する千葉大学校友「千葉大学（前身を含む）
を卒業した者」自らが、相互の啓発、相互の援助並びに親睦を図り、もって母校及び産業経済界の発展に
寄与することを目的として、平成21年6月11日に設立総会を開催し設置されたものです。設立を機に総会
での様子並びに役員に就かれた方々のご紹介をさせていただいた会報創刊号をお届けいたします。

2 位を競うきわめて高い合格率を示し、また海外か

らの留学生は900人を超えるというまさに国際的な

大学へと発展しています。

　大学は以前のいわゆる国立大学から独立法人と

いう機構に変わり、いろいろな意味で独自に経営す

なわち設計、実行そしてその成果を評価し、その評価

は必然的に存亡を意味する時代という厳しい時代を

迎えています。大学が常に、研究・教育が求められ

ている場であることを認識して、これからの発展に

努力して参りたいと思います。

　このような大学の状況をいつも見ていただき、ご

指導ご鞭撻をよろしくお願いいたしますとともに、い

つも母校の研究・教育の成果を経済界にも広く活用

していただくことをお願いいたします。 

　経済界でご活躍の

本学卒業生を中心に

作られた千葉大学経

済人倶楽部“絆”の設

立総会がまさに本学

の総合大学としての

創立60周年の年に開

かれ、名実ともに本会が発足をしましたことを大変

うれしく思っています。皆様方のご活躍を拝見しな

がらそして大学もいろいろな発展を遂げつつあるわ

けでありますが、今まで先輩と後輩、それらをお互

いに知り、お互いに支援しあうということには必ずし

も完全には行われていなかったように思います。そ

のようなわけでお互いの共通の“ふるさと”を大切

にしていこうという思いがここにはこめられている

と思います。

　大学では全国的に有名な“飛び入学”という本学

独自の新たな教育制度も昨年 10周年を迎え、優秀

な人材を輩出して高い評価を受けていますし、新制

度になりました司法試験におきましては、全国の1、

千葉大学経済人倶楽部“絆” 千葉大学長　齋藤  康

総会の会場となったけやき会館 総会で挨拶する齋藤学長（右が倶楽部旗）
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■ 在学時の思い出

　学生生活の大半を卓球

部での生活に費やしまし

た。当時の千葉大卓球部は

国公立大学の中では実力

上位に位置し、関東リーグ

（私大含む）100校の中でも

常に20位以内のレベルでした。

　大学から卓球を始めた私は部員100人が凌ぎを削るク

ラブの中で毎日8時間以上の卓球漬けの日々を過してま

した。授業の出席は代筆、代返で済ませ出席率は10～

20％でした。人生観を決める大切な時期に余裕を持った

環境で大学生活を送れた事に私は大学に深く感謝して

居ります。

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介

　大学を卒業後、10年間中小企業の印刷会社に勤務し

ました。その後、独立して今の（株）帆風を7名で創業

致しました。印刷業界はいわゆる3Kと言われる産業で

とにかく残業が多く、社員の残業を少しでも減らす為に

ある程度の規模の拡大を試みたり、デジタル化の流れを

利用して近代化に取り組んで来ました。気が付いたら社

員数 500 名、100 億の会社に成長する事が出来ました

が、決して規模の拡大を目指して会社経営をして来た訳

では有りません。今の会社も一番力を入れてる事は社員

教育と全社のコミュニケーションで有ります。

■ 経済人倶楽部への想い、期待

　せっかく出来た経済人倶楽部ですから、まずは現役学

生にとって誇りの持てる様な先輩経済人（人間として）

で構成されている会で在りたいと思います。そして経済

人倶楽部の会合に於いては、会員の皆様が会に出るの

が楽しみに成る様な楽しく、なつかしく、千葉大学の卒

業生である事を誇りに持てる善人の集まりの会であっ

たら、すばらしいと思います。

　付録として学生の就職の勧めに成ったり、ビジネスが

会員同志で始まったりする事は否定致しません。

■ 在学時の思い出 　
　千葉大入学の第一印象は、当

時の国立一期校で、私もそうで

すが多くの人が第一希望で入っ

たためか、皆、安堵感でとても

明るいものを感じました。学部・

大学院の６年間お世話になり、ともに制御理論を専攻しま

した。仮説を立て、理論的に検証することや、後輩を指導

することなど多くの経験が、社会に出てから仕事を進める

糧となりました。

　また、入学と同時に写真部に入り卒業まで在籍しまし

た。当時の部室棟は古い木造の建物で、暗室を廊下に位

置を変更しましたが、暗室用のドアが無く、誰かが、『良

いドアが見つかった！』と何処からか持ってきました。ご

迷惑をお掛けした部・同好会には、この場をお借りして、

お詫びします。連絡が取れなくなっている人も多くなって

いますが、そんな仲間たちも今や社会の第一線で活躍し

ていることと思います。

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介
　1953年、東京生まれ。千葉大学大学院修士課程修了

（電子工学専攻）。78年、第二精工舎（現セイコーインスツ

ル）入社。世界初の携帯端末を使用したレストラン・オーダ

リング・システムを開発リーダとして完成。すかいらーく、ロ

イヤル、デニーズなど大手外食企業に納入。2003年退社。

同年、株式会社フォアサイトを設立し、代表取締役社長とな

り、外食産業のITを中心としたコンサルティング、外食産

業と関連業界のためのインターネット情報サイト「食 .biz」を

運営する。また、外食産業企業・IT企業などを会員とする

標準化組織OFSCを主宰。OFSC事務局長を兼務。また、

経済産業省委託の「外食産業向けITシステム・機器の接

続企画の標準化委員会」の事務局長もつとめる。

■ 経済人倶楽部への想い、期待
　「絆」を通じたネットワークで、また繋がりを持て、そ

れが基となって更にネットワークが広がって行くことを

目指したいと思います。 

■ 在学時の思い出
　園芸学部造園学科を昭

和 52年 3月に卒業、同大

学院を昭和54年3月に修了

しました。私は九州出身で、

当時、母校から千葉大学を

受験した実績はほとんどあ

りませんでしたが、ランドスケープや自然保護などを学べ

る唯一の国立大学として一念発起をしてお世話になるこ

とが出来ました。

　入学後は水泳部に所属し、3年次に関東甲信越学生体

育大会が千葉にて行われたことを契機に教育学部に在

籍する水泳部主将の大野亮君を初代会長にして千葉大

学体育会を創設したのが大きな思い出です。 

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介
　卒業後は、建設省に入省し、都市計画や公園緑地、あ

るいは、国際園芸博覧会など13年間お世話になりまし

たが、平成４年に会社を創立、現在、花や緑をテーマと

したイベントや施設の企画プロデュースや設計・施工を

行っています。また、千葉大学出身の後輩とバラの育種

生産にも取り組んでいますが、ガーデンローズの育種力

では日本でもトップクラスの会社と自負しています。

■ 経済人倶楽部への想い、期待

　社会が大きく変転を遂げようとしていますが、経済人

倶楽部には、学部の横断的なつながりと新しい経済活動

を通じた母校との絆を期待しています。

■ 在学時の思い出
　大学時代の思い出は、サー

クル活動抜きには語れませ

ん。音楽系サークル「カント

リー＆ウェスタン研究会」に所

属して、からっと乾いたウェス

トコースト・サウンドを追いか

けていました。担当はベースギターで、当時同じサークルの

先輩であった夫から、弾き方やコピーの方法などいろいろ

教えてもらいました。御茶ノ水の楽器屋さんに行って、初

めて自分のJazz Bassを買ったときのことは、今でも鮮明に

覚えています。２年前から当時のメンバーとおやじバンドを

結成して、年に数回ステージに立たせていただいています。

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介

　現在、幕張新都心のワールドビジネスガーデンにオ

フィスを構え、（株）アクティブブレインズという会社を

経営しています。小中高校や大学でのICT活用のサポー

ト、WEBコンテンツをはじめとするデジタルコンテンツ

の企画・制作、ビジネスコミュニケーションなどのヒュー

マンスキル教育のコンサルティングと研修サポート、ネッ

トワークエンジニアの業務派遣などを手掛けています。

■ 経済人倶楽部への想い、期待　　
　スポーツが大好きな私としては、千葉大学をぜひ箱根

駅伝に出場させたく、経済人倶楽部としてバックアップ

ができればと考えています。

会長あいさつ （株）帆風 代表取締役　犬養  俊輔
工学部　印刷工学科　Ｓ45年卒

副会長あいさつ （株）グリーンダイナミクス 代表取締役社長　賀来  宏和
大学院　園芸学研究科　造園学専攻　S54年修了

副会長あいさつ （株）フォアサイト 代表取締役社長　酒美  保夫
大学院　工学研究科　電子工学専攻　S53年修了

副会長あいさつ （株）アクティブブレインズ 代表取締役　平山  喬恵
人文学部　法経学科　経済学専攻　S58年卒

会長に就任された（株）帆風 代表取締役  犬養俊輔氏

役員の方 【々右から、賀来宏和
氏 （株）グリーンダイナミクス、
酒美保夫氏（株）フォアサイト、
平山喬恵氏 （株）アクティブブ
レインズ、佐藤輝幸氏（株）かっ
ぺ、山本惠司 千葉大学副学長、
平賀祐二氏（株）キーテック、
虎岩雅明氏（株）トライワープ
ソリューションズ】
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■ 在学時の思い出

・サークル（軽音楽部）の

合宿

・学科のゼミ合宿

・免許合宿

思い出すのは、合宿だら

けですが・・・

　軽音楽部の合宿はキャメロットというところで、約一週

間、一緒にすごして、ずっと音楽スタジオ潰けになりまし

た。また、やってみたいですね。 

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介

　大学生４年の就職活動の際、千葉大学の先輩が起業

したベンチャー企業にアルバイトとして入社しました。縁

あって、2005年に代表取締役に就任しました。

■ 経済人倶楽部への想い、期待

　今の日本を築き、支える先輩との出会い、これからの

日本を一緒に築き、支えていく後輩との出会いの場とし

て、大変期待しています。

　また、自分が、その一員として、活動できることが光

栄であり、大変誇らしく思っています。

■ 在学時の思い出

　在学中は硬式野球部に

所属しておりましたが、驚

いた事に大学生になって

も大学から頂く物品支給

が年にボール 1ダースで

あった事は今でも忘れる

事ができません。これでは大学を代表している運動部で

も強くならないと思い、2年生の時に体育会の第3期会

長になり4期会長も続け、新入生から体育会会費を頂き

それを運動部に分配する制度を作り運営出来た事が大

きな思い出です。体育会を通して全学部の方々と得た絆

が今でも私の宝物となっていると思います。

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介

　シャープ㈱、グラパックジャパン㈱、㈱アイメックス

と画像関連の会社にお世話になり、今は㈱キーテックと

いう電子写真技術をKey Technologyとした会社を経営

しています。また、本学大学院融合科学研究科博士後

期課程に社会人ドクターコースとして入学させて頂き

ましたので学生も兼ねています。

■ 経済人倶楽部への想い、期待

　印刷・写真・電子写真業界を主体とした画像の世界

では、工学部画像工学科卒という事だけで、社会に出て

どれだけ企業や諸先輩後輩に助けられたか、計り知れま

せん。

　絆では千葉大学全学として諸先輩後輩との連携を取

り、本学の卒業生はもとより現役学生に至るまで絆をKey

としたネットワーク作りに推進したいと思っています。 

■ 在学時の思い出・卒業
後の経歴の紹介

 光陰矢の如し、と申しま

すが昭和 42年 4月に薬学

部に入学してから42年が

経ってしまいました。学生

として在籍した6年間の思

い出としては、入学式で宣誓を読ませてもらったこと、1

年生の時は大学祭事務局に入りびたりでプログラム作

りに熱中したこと、その反動で2年生の1年間だけで76

単位取得し学問の困難なことを実感したりもしました。

　学部に移ってからはあの混乱の時代の中、あつかまし

くも大学教員になろうと考え博士課程を北大で過ごし、

幸いなことに修了と同時に千葉大に助手として戻るこ

とができました。学成り難し、の見本を実践してしまい

教員生活34年目に突入しています。当家では1学年後

輩に当たる妻も薬学部で教授を務めさせていただいて

おり、男女共同参画を40年近く実践していることだけ

は、流行の先取りだったと思っています。

■ 経済人倶楽部への想い、期待

　経済人倶楽部の皆様には大先輩として「若い人たち

に多くの経験を語ること」で創立 60周年の千葉大学の

更なる発展にご貢献いただきたいと思っています。

　大学教員との相互交流等が皆様のお役に立てるよう

努力したいと考えております。

■ 在学時の思い出

　CBS（放送研究会）とい

うサークルに所属して映画

制作やイベント企画などに

携りました。120 名近くの

仲間がいて、制作活動のた

め連日徹夜をしていたこと

を思い出します。数多くのスポンサーを募り6,000人近

く集まるイベントを実行委員長として実現させたことは

忘れもしない思い出です。

■ 卒業後の経歴と現会社の紹介

　大学院在学中の2004 年にNPO法人TRYWARPを

設立し、日経地域情報化大賞、経済産業省「日本を代

表するソーシャルビジネス55選」などを受賞いたしま

した。現在はマイクロソフトの支援のもと、全国の大学

生が地域でパソコンを教えることを通した地域での世

代間交流のきっかけ作りに取り組んでいます。2007 年

には、株式会社トライワープソリューションズを設立し

web関連の制作事業を実施しています。

■ 経済人倶楽部への想い、期待

　世代を超えて、「千葉大」という名前で繋がる卒業生

が増えるような取り組みになるように願っています。

副会長あいさつ （株）かっぺ 代表取締役社長　佐藤  輝幸
法経学部　経済学科　H13年卒

副会長あいさつ 国立大学法人千葉大学副学長　山本  惠司
大学院　薬学研究科　S48年修了

監事あいさつ （株）キーテック 代表取締役社長　平賀  祐二
工学部　画像工学科　S55年卒

監事あいさつ （株）トライワープソリューションズ 代表取締役　虎岩  雅明
大学院　自然科学研究科　像科学専攻　H17年修了

「CHIよREN北天魁」によるよさこいの演舞 （株）グリーンダイナミクス
代表取締役社長 賀来宏和氏による挨拶

花王（株）前取締役会会長 後藤卓也氏に
ご講演いただきました

多くの会員の皆様や学生達が参加されました 発起人最長老 豊玉香料（株）代表取締役社長
井上富夫氏による乾杯（昭和23年卒）

女性を代表して、（株）アクティブブレインズ
代表取締役 平山喬恵氏に締めをお願いしました

懇親会の模様
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千葉大学経済人倶楽部　絆

千葉大学経済人倶楽部「絆」　会報 創刊号　2009年8月21日発行

千葉大学経済人倶楽部

住所 : 〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33

TEL : 043-290-2109・2014・3902

FAX : 043-284-2550

E-mail : chiba-sotsushitsu@offi  ce.chiba-u.jp

倶楽部事務局より／平成20年10月より倶楽部設立に向
け、47名の発起人の方々のご尽力により、平成21年6月
11日に設立総会を開催することが出来ました。設立総会時
は会員数103名でしたが、会員の方々からのご紹介を受け
現在112名に増えております。今後も会員数の拡大に向け、
皆様からのご紹介をよろしくお願いいたします。

■ 経済人倶楽部「絆」例会

開催日：2009年 10月2日（金）

場所：（株）帆風（案内図参照）

住所：〒162-0822 東京都新宿区下宮比町2-29

TEL：03-5229-8200（代）

時間：16：00～

内容：講演会テーマ

長尾 啓一　千葉大学総合安全衛生管理機構長

　　　　　 千葉大学医学部教授

　「部下と上司のメンタルヘルス」

明石 要一　千葉大学教育学部教授

　「長嶋学：長嶋茂雄を生んだ千葉の風土の研究」

■ 懇親会

場所：同上

時間：18：00～

会費：5,000円

初年度入会金 30,000円を入会金（20,000

円）と年度会費（10,000円）に区分けさせ

ていただきました。おおよその使用項目は

右の内容ですが、使用した金額につきまし

ては、年度で締め役員会監事の監査を受け

た後、皆様に報告させていただきます。

いよいよ設立されました本倶楽部の皆様

からお預かりした金額につきましての使

途の構想をご連絡させていただきます。

会費の使い方

次回例会のご案内

入会金（立上げ費用及び
将来の財源確保）20,000円

会費（年度事業に必要な経費）
10,000円

１. 収入

２. 支出

・封筒等作成経費

・倶楽部の旗作成経費

・ＨＰの開設経費

・システム費用（会費徴収等）

・収入印紙代（領収書）

・総会費用
・例会時会場借料等
・通信費
・ＨＰ維持管理
・会報作成費
・謝金
・消耗品費

■ 「事務局より」千葉大学経済人倶楽部「絆」の予算について
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■ アクセス
●東京メトロ有楽町線・東西線・南北線都営大江戸線　飯田橋駅
　B1出口より徒歩2分
●JR飯田橋駅 東口出口より徒歩3分

千葉大学経済人倶楽部　絆


